
 

 

第１地域 ロータリー財団地域コーディネーター 新井 和雄 （下館 RC） 

 

  ロータリー財団は、社会に持続可能な良い変化をもたらすための活動を支えています。

例えば、平和構築と紛争予防や環境の保護、地域社会の経済発展、基本的教育と識字率

向上、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康など７つの重点分野に焦点をあてた補助金

プログラムは、ロータリーの支援を必要としている人々に希望の光を届けています。またポ

リオ根絶活動は、国際的な連携により感染者数を劇的に減少させる成果を挙げています。 

 本稿では、これら重点分野の最初に掲げられ「平和構築と紛争予防」に貢献する人材育

成の取り組みとして、ロータリー平和センターについてご紹介いたします。 

 ロータリー平和センタープログラムは、1999年に創設され2002年に初の平和フェロー

が誕生しました。現在、世界に 7 つのセンターがあり、115 カ国以上から 1,500 人を越える平和フェローが卒業してい

ます。日本では、国際基督教大学（以下 ICU）がアジア唯一の平和センターとして選ばれ、平和研究の修士号を取得す

る 2 年間のプログラムを提供しています。そして、ICUの所在地である第 2750 地区とその周辺 6 地区により「ホスト

エリア」が組織され、文化交流や研修旅行、修了式などの活動が展開されています。 

 さらに、インドのプネーにあるシンビオシス国際大学に、修了証プログラムの平和センターが新設されることが決定して

おり、2026年に募集を開始し、2027年から受け入れを開始する予定です。 

 ここで、ICU ロータリー平和センター長である新垣修教授の新たな取り組みをご紹介しましょう。新垣教授は、従前の

広島研修旅行を日本ならではの平和教育の場と位置づけるとともに、新たに東日本大震災の被災地に着目し、災害の

視点から東北研修旅行を導入されました。教授は、そこにあるのは苦難だけではなく、立ち直っていく人々の力強さや希

望であり、海外では災害が武力紛争を引き起こす事例も少なくないことを指摘されています（新垣 2025）。そして、平

和構築の課題として「戦争の記憶」と「災害の経験」という二つの異なる文脈から平和を学ぶ点に触れ、日本の平和セン

ターの価値をさらに高めておられます。 

 この平和の使者たちを世界に送り出すプログラムは、ロータリー財団から毎年 400 万ドルを超える資金が投下されて

おり、ロータリーが如何に平和構築に力を入れているかがおわかり頂けると思います。加えて前述した日本ならではの

活動は、日本全国のロータリー会員全員のご協力によって支えられています。ここに、世界平和を希求する皆様の思い

に深く敬意を表するとともに、皆様の地区から世界へ羽ばたく平和フェローの推薦をお願い申し上げます。 

 

(引用) 新垣修, ロータリーボイス, 2025 

「戦争の記憶」と「災害の経験」の継承― ICUロータリー平和センターの新たな挑戦 ― 

ICUロータリー平和センター, センター長 新垣 修 

 

 

 

 

 

 


